
新しい時代に必要と
なる資質・能力を踏ま
えた教科・科目等の
新設や目標・内容の
見直し
・小学校の外国語教育の教
科化、高校の新科目「公
共」の新設など

・各教科等で育む資質・能
力を明確化し、目標や内
容を構造的に示す

学習内容の削減は行わない

何を学ぶか

何ができるようになるか

どのように学ぶか

各学校における「カリキュラム・マネジメント」の実現

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために

必要な資質・能力を育む「社会に開かれた教育課程」の実現

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性の涵養

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成生きて働く知識・技能の習得

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、学習評価の充実

主体的・対話的で深い学び（「ア
クティブ・ラーニング」）の視点か
らの学習過程の改善
・生きて働く知識・技能の習得など、新しい
時代に求められる資質・能力を育成

・知識の量を削減せず、質の高い理解を図
るための学習過程の質的改善

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

　翌年度複式学級になる単式学級
の奇数学年（１・３・５年）と、翌年
度単式学級になる複式学級の奇
数学年（１・３・５年）の教育課程
編成に特に留意が必要です。
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～平成29年度複式教育推進指定校事業リーフレット～

～単式から複式へ、複式から単式へ移行する
　　　　　学級における教育課程編成に留意を～

昭和50年代後半以降、島根県の複式学級を有する小学校数は、ほぼ90～100校の間で安定していました。
しかし、ここ約10年で市町村立小学校は約50校、そのうち複式学級を有する小学校数は20校近く減少しています。

島根県の複式学級を有する小学校の状況は、
この10年で大きく変化しています
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～複式学級の子どもたちから「学びかた」を発信！
　「主体的・対話的で深い学び」が実現する授業づくりを～

島根県には63校（全小学校数の31％）の複式学級を有する小学校があります。（平成29年度）

　児童又は生徒の数が著しく少ない場合、数学年の児童又は生徒を１学級に編制することができ
ます。このような学級を複式学級と言います。

法的根拠：公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律（以下「標準法」という）

特別支援学級を除き、法律で示された基準の生徒数８人以下であってもすべて

「単式学級」として編制する。（島根県独自）

複式学級の児童数は16人（第１学年を含む学級は８人）

すべて１・２年、３・４年、５・６年の組み合わせで編制する。（島根県独自）

中学校・・・・

小学校・・・・

　１学級の児童又は生徒の数の基準は、標準法で示す数を標準として、都道府県の教育委員会が定める

こととされ、島根県教育委員会では、独自に以下のようにしています。

複式学級は、どんな学級か知っていますか？

島根県教育委員会　平成30年３月

⑴複式学級指導の手引き（平成27年度改訂版）　
　※平成29年度一部改訂（ポータルサイトに掲載）
⑵複式学級新任担当者研修
初めて複式学級を担当する全ての教員及び希望
者を対象に、６月に半日、２学期以後に１日（学校会
場）の研修を実施する予定です。
⑶出前講座の実施
島根県教育センターでは、複式教育をテーマにし

た「出前講座」を実施しています。学年別指導の授業
をビデオで視聴するなど、実践的な内容を中心に
行っています。

⑷先進地の実践事例紹介
　（ポータルサイトに掲載）
他県の複式学級の国語・社会・
算数・理科の学年別指導の実践
事例並びに県内推進指定校の公
開授業指導案を掲載しています
ので参考にしてください。

　平成26年度から複式学級指導の充実に向けた県内の教員向けの支援として、複式教育総合支援事業を
実施しています。本リーフレットで紹介した複式教育推進指定校事業もそのうちの1つです。その他の取組
を紹介しますので、各校での複式学級指導の充実に活用してください。

　複式学級においては、特例として学年別の順序によらない教育
課程編成が認められています。一方、単式学級又は複式学級にお
いて学年別指導の教育課程を編成する場合には、この特例は認め
られておらず、小学校学習指導要領に示されている当該学年の目
標及び内容で学習するよう教育課程を編成しなければなりません。
　詳しくは、平成29年12月６日付け島教指第921号「複式学級を
有する小学校の教育課程編成について（通知）」を参照していただ
くとともに、不明な点は学校を所管する各市町村教育委員会に問
い合わせてください。

参照：幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の
　　 学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）

島根県教育用ポータルサイト　　幼稚園/小中学校＞教育指導課＞学力育成＞複式教育

したがって、子どもたちや学級、地域の実態を把握し、各指導類型の長所、短所をふまえた
うえで年間指導計画を作成し、子どもたちの成長につながる教育課程を編成することが求め
られます。
教育課程の編成にあたっては、平成28年３月発行の「複式学級指導の手引き（平成27年度
改訂版）」並びに教育用ポータルサイトに掲載している同手引き（平成29年度一部改訂）を
参考にしてください。

各指導類型の長所・短所をふまえて
教育課程の編成をします

学年別指導

単式学級には学年別の順序によらない
教育課程編成は認められていません

・異学年による多くの人数で学ぶことで、多様
な見方や考え方が出る可能性が大きい。
・個に応じた指導をする時間を生み出しやすい。
・授業の準備等の教員の負担が少ない。

Ａ・Ｂ年度方式

長　所

・系統的な内容の指導、特に技術的な面の指
導が難しい。
・下学年の児童の能力差や経験差が埋められ
ない場合が多い。
・転出入児童に対する学年を超えた内容につい
ての未学習への対応が必要である。

短　所

・通常のカリキュラムで学習できるので、教科
の系統性をふまえた指導ができる。
・転出入児童に対する学年を超えた内容につい
ての未学習への対応の必要がない。
・特に学年による差の大きい１・２年生において
指導がしやすい。

長　所

・直接指導と間接指導を組み合わせた指導が
必要となり、指導が複雑で難しい。
・２学年分の教材研究や学習の準備が必要とな
り、教員の負担が増す。

短　所

◆複式学級指導の充実にご活用ください◆

　“複式学級で（学年別の）授業をする” となると、
その経験をもっていない先生は戸惑いを感じられる
のではないでしょうか。「違う学年を同じ時間に教え
る」ということは、単式学級での一般的な授業の倍
の手間がかかると感じられがちです。
　そのような先生方に、ぜひ複式学級で学んでいる
子どもたちの姿を見ていただきたいと思います。学
年別指導では、授業中に先生がずっとは自分たちと
一緒にいることができないことを自覚している子ども
たちの主体的な学びが繰り広げられ、先生が両学年
を見守りながら指導されている様子に感心されること
でしょう。
　学年別指導では、どうしても学年別交互に指導す
ることになります。その際に、直接指導が必要な場
面をどのように「ずらし」て「わたり」を行うか、そして、
間接指導の場面でいかに子どもたちが主体となり、
自分で考え、友達との対話を通して考えを広げたり
深めたりしていくか、などといった展開計画を考え実
践することが必要となってきます。進行役の子どもた
ちを決めて授業を展開する「ガイド学習」はそのた
めの学習形態の一つとして、複式学級では広く普及
しています。
　こうした指導のあり方を日々、複式学級の担任は考
え、実践しています。これらの実践は、単式学級、複
式学級に関わらず「主体的・対話的で深い学び」の視
点からの授業改善を進めていくうえで、すべての教員

にとって、そして子どもたちにとって大切なことです。
育成すべき資質・能力を明確にしながら、「何を学ぶか」
という学習内容と「どのように学ぶか」という学びの
過程を組み立て、子どもの声で授業をつくっていきま
しょう。

これまで主流であったＡ・Ｂ年度方式と推進指定校で実践された
学年別指導のそれぞれの長所と短所は、次のとおりです。

複式学級を有する小学校（平成29年度）

複式学級指導充実のために




